





































いるわけであるが︑さらに傍証として︑ ﹁税文﹂という言葉の初見がまさに和銅元年太政官符においてであることを重視され︑これ以前の税帳は雑用記載の存在しない未熟なものであったとされるのである︒山本氏 公廨条に﹁費用﹂の二字が存在 なか 可能性を指摘した上で岡田説を援用しておられる︒
　そこでまず︑大宝二年の大租数文の実態について検討を加えたい︒












































































に求め︑大宝元年に税帳は誕生し された上で︑ ﹁大租数文﹂の解釈 ついては岡田氏の見解に賛同 ておら る︒
　また岡田氏は︑駅起稲帳については﹃続日本紀﹄和銅二年六月乙
巳条に﹁令諸国進駅起稲帳﹂と 記事が見えるこ から︑史料一の数文はいずれも一回的なもので 能性 あり︑毎年進上される税帳の成立はこ よりも後になるという見通しを述べら た上で︑不動倉別定を命じた和銅元年太政官符を地方財政史上の一大画期と捉え︑ここに税帳制度 も大きな変化があったはずであるとさ
税帳と税帳使
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3） ﹁収納正税穀并穎稲雑用﹂ ︑ （
4） ﹁収納天
平四年正税并雑用﹂ ︑ （





















六年まで集中して現れる︒ ﹁官に申送﹂ではなく︑特に﹁弁官に申送﹂と指定するのが﹃続紀﹄ おけるこの時期の記事の 徴 ︑史料一以外に六例見出せる
（
18）︒このうち五例は﹁制﹂ ﹁太政官処分﹂と















税文に検封責任者の名を注すべきことを定めているに過ぎず︑それ以外には何ら定めが ︒ の事実はむしろこ 時点の税文がある程度整った書式を備えていたことを強く示唆 て る︒大宝二年の大租数文作成命令と和銅元年の不動倉別定がわずか六年しか隔たっていないことを考えれば︑不動倉別定の時点で成立していた書式は大租数文作成命令の時点で成立したも と同一 考えてよいの はなかろうか︒
　以上︑和銅元年頃に税帳制度成立の画期を認める岡田氏の見解に
は根拠が乏しく︑それ以前︑時期的 考えて 宝元年 大税貯置とそれを受けて発令されたことが疑いない大宝二年の大租数文進上令こ ︑税帳制度の始期として差し支え と れる︒
　ただし︑大宝年間の税帳に雑用記載があったかどうかについては︑
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天平 2 年／大倭 天平 2（730）/12/20 ○
天平 2 年／尾張 天平 2（730）/12/ － ○
天平 2 年／伊賀 天平 3（731）/02/07 ●
天平 2 年／越前 天平 3（731）02/26 ●
天平 4 年／隠岐 天平 5（733）/02/19 ●
天平 6 年／尾張 天平 6（734）/12/24 ○
天平 6 年／周防 天平 7（735）/07/03 ●
天平 9 年／駿河 天平10（738）/02/18 ●
天平 9 年／和泉 天平10（738）/04/05 ●
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天平 2 年／紀伊 収納大税帳 ▼
天平 2 年／尾張 収納大税帳 ▼
天平 2 年／越前 大税帳 ◇
天平 4 年／隠岐 正税収納帳 ▼
天平 6 年／尾張 収納正税帳 ▼
天平 6 年／周防 正税目録帳 ◎
天平 8 年／薩摩 正税目録帳 ◎
天平 8 年／摂津 正税目録帳 ◎
天平 9 年／長門 収納大税目録帳 ▼＋◎
天平 9 年／豊後 正税帳 ◇
天平 9 年／駿河 正税目録帳 ◎
天平 9 年／和泉 収納正税帳 ▼
天平 10 年／駿河 正税帳 ◇
天平 10 年／周防 正税帳 ◇
天平 10 年／筑後 正税目録帳 ◎




































る︒この事実は︑税帳使の責任が従来よりも格段に重くなったことを示しているものと考えられ 六 に税帳及び 使の制度に大きな変化をもたらす何らかの改革が行わ た可能性を強く示唆している︒
表 2　税帳使一覧
年度／国 税帳使の官職
天平 2 年／伊賀 史生
天平 2 年／越前 史生


































天平 2 年／紀伊 収納大税帳 ▼
天平 2 年／尾張 収納大税帳 ▼
天平 2 年／越前 大税帳 ◇
天平 4 年／隠岐 正税収納帳 ▼
天平 6 年／尾張 収納正税帳 ▼
天平 6 年／周防 正税目録帳 ◎
天平 8 年／薩摩 正税目録帳 ◎
天平 8 年／摂津 正税目録帳 ◎
天平 9 年／長門 収納大税目録帳 ▼＋◎
天平 9 年／豊後 正税帳 ◇
天平 9 年／駿河 正税目録帳 ◎
天平 9 年／和泉 収納正税帳 ▼
天平 10 年／駿河 正税帳 ◇
天平 10 年／周防 正税帳 ◇
天平 10 年／筑後 正税目録帳 ◎































































































































































































































ことは︑税帳使の成立を考える上で注目される︒単に税帳を進上してくる使者という意味での税帳使は税帳成立と同時に成立したといえるが︑四度使の一つに数えられ︑他の群小諸使 は区別される使者としての税帳 これを機に成立した ではないかと考えらるからであ ︒
　また︑天平六年の官稲混合が正税の監視を強化する画期的な政策




































































































































































属するものか分類が難しい場合も少なくないからである︒けれども︑いずれにせよ﹃華厳経﹄にもとづく華厳宗の大本山東大寺の本尊である大仏が︑実は直接的には﹃華厳経﹄では ﹃梵網経﹄に依拠するものである可能性があることを︑如何に考えるべきかが問題なっている には変わり な
（
4）︒
　では︑以上のいずれが正しいかといえば︑筆者は基本的には従来
の説①をとりた ︒ただし︑正確には︑大仏 六十華厳教主盧舎那
『華厳経』の宇宙論と東大寺大仏の意匠について
外村
　中
20
（
30）  
鎌田元一﹁計帳制度試論﹂同﹃律令公民制の研究﹄塙書房︑二〇〇一年︑
初出一九七二年︑三四六頁︒
（
31）  
薗田香融﹁隠岐国正税 をめぐる諸問題
︱︱
特に天平六年の官稲混合に
ついて﹂ （前掲） ︒
（
32）  
薗田香融﹁隠岐国正税帳をめぐる諸問題
︱︱
特に天平六年の官稲混合に
ついて﹂ （前掲） ︑二一〇頁︒
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